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パッケージ共通 
 
 

このたびは、弊社パッケージをご利⽤いただき、誠にありがとうございます。 

本マニュアルでは、主にデザインの組み込みについて説明しています。 

尚、内容はバージョンアップなどにより予告なく変更される場合があります。 
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0.操作説明 
0-1. テンプレートの編集 
ログイン種別（nobody/nUser/cUser/admin）ごとにテンプレートが⽤意されています。 

参照：2.ディレクトリ【階層構造】 

 

./template/pc/other/user/ ロ グ イ ン 種 別
/Index.html 
 
nobody・・・未ログイン 
nUser・・・会員ユーザー① 
cUser・・・会員ユーザー② 
admin・・・管理者 
 
未ログイントップページを編集しても、他の種
別のトップページは編集されません。 

1

 

 

2 ./template/pc/other/user/nobody/Index.ht
ml 
未ログイントップページを編集します。 
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3 未ログイン時のトップページに変更が反映されました。しかし、上記で述べましたとおり、ログイン種別ごとにテ
ンプレートは分かれていますので会員ユーザー①としてログインした場合トップページは変更されていません。 

 
 

./template/pc/other/user/nUser/Index.html 
会員ユーザー①のトップページを変更したい場合は、先程と同様に会員ユーザー①のテンプレートを編集する必要
があります。 

4 
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0-2. ページ構成 
複数のテンプレートを組み合わせて表⽰しています。 

参照：4.コマンドコメントについて 

 

template/pc/other/user/nobody/Index.html を開いても、ヘッダーに当たる部分の記述がありません。 
代わりにコマンドコメント<!--# include head #-->が記述されています。 
 
<!--# include head #-->に含まれるテンプレート 
template/pc/other/common/Head.html 
template/pc/other/user/ユーザー種別/Head.html 

1 
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2 テンプレート Head.html を編集します。 
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ヘッダーが編集され、<!--# include head #-->が記述されている html ファイルに反映されます。 3 
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0-3. ⼊⼒可能内容の変更 
RegistForm.html よりデータベースに登録する内容の変更⽅法です。 

参照：4-5.フォーム 

0-3-1. テキスト⼊⼒⽤コンポーネントを変更 

1 ⾏分の⼊⼒ができる TextBox から複数⾏の⼊⼒ができる TextArea に変更する場合、 
<!--# form text etc1 64 128 #-->を<!--# form textare etc1 200 5 #-->と変更します。 

1 

 
 

 

 
 

 

 



■ DESIGN & CUSTOMIZE 
 

11/60 

 

 

 

 
 

 

./lst 以下の csv ファイルで⽂字数を変更します。 
varchar 128 は、最⼤ 128 ⽂字までしか⼊⼒できませんので、varchar 1024 と⼊⼒可能⽂字数を増やすか、
string(無制限)に変更する必要があります。 

2 

※lst の編集が終わったら tool.php より再編成を⾏なってください。 
※運営開始前で既に登録済みの情報が消えても問題なければインポートでも可能です。 
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0-3-2. セレクトボックスの選択肢を変更 

<!--# form option park  /空有/満⾞/近隣/無し 未選択/空有/満⾞/近隣/無し #--> 
<!--# form option park  /空きあり/満⾞/近隣/無し 未選択/空きあり/満⾞/近隣/無し #--> 
値が空有/満⾞/近隣/無しの場合は、最⼤⽂字数が 2 ⽂字ですので csv ファイルでは、varchar 2 となります。 
『空有』を『空きあり』に変更すると、最⼤⽂字数が 4 ⽂字となります。 

1 
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上記の場合、csv ファイルの⼊⼒可能⽂字数を varchar 4 に変更する必要があります。 2 

※lst の編集が終わったら tool.php より再編成を⾏なってください。 
※運営開始前で既に登録済みの情報が消えても問題なければインポートでも可能です。 
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0-3-3. テーブルの登録データを選択肢としている場合の変更 
 

tdb/items/other.csv ファイルを開き、項⽬を追加します。 1 
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2 tool.php より other のインポートを⾏います。登録フォームに、選択肢が追加されます。 
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0-4. ⼊⼒必須の変更 
⼊⼒必須の設定、解除をすることができます。 

参照：7.必須項⽬・⼊⼒制限の設定 

 

RegistFaled.html にエラー時の⽂章を追加 
 
<!--# readhead struct_type #--> 
<p>構造が⼊⼒されていません。</p> 
<!--# readend #--> 

2

.lst/csv の struct_type の D 列（regist フォーム）E 列（edit フォーム）に Null と記述します。 1 
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3 RegistForm.html にある構造（struct_type）を必須項⽬に変更します。 
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⼊⼒されなかった場合は、エラーメッセージが表⽰されます。 
※必須設定の変更を⾏なった際はインポート、再編成は特に必要ありません。 

4 

.lst/csv ファイルの A 列で定義されている struct_type を⽤いて下記のように設定します。 
 
td のクラス名を表⽰させるコマンドコメントです。 
<td class="(!--# syscode is_validate struct_type #--)"> 
→<td class="validate">と表⽰されます。 

→<p>構造が⼊⼒されていません。</p>と表⽰されます。 

エラーメッセージを表⽰させるコマンドコメントです。 
<!--# syscode validate struct_type #--> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ DESIGN & CUSTOMIZE 
 

19/60 

0-5. ⼊⼒項⽬の追加 
データベースに登録する項⽬を追加します。 

RegistForm.html を編集します。 
 
<!--# form textarea test  10 #--> 
を記述します。 

2

./lst 以下の CSV ファイルに項⽬を追加します。 
※lst の編集が終わったら tool.php より再編成を⾏なってください。 
※運営開始前で既に登録済みの情報が消えても良いのでしたらインポートでも構いません。 

 

1 
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tool.php よりテーブルの再編成後、登録フォームに、項⽬が追加されます 3 
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4 CheckForm.html を編集します。 
 
<!--# value test #-->を記述します。 

 

 

 

5 登録フォームで⼊⼒されると、確認ページで⼊⼒された⽂字が表⽰されます。 
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6 Info.html を編集します。 
 
<!--# value test #-->を記述します。 

 

 

登録フォームで⼊⼒されると、確認ページで⼊⼒された⽂字が表⽰されます。 7 
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※Info.html や List.html は、ログイン種別毎にありますので⼀つの Info.html だけ更新しないように注意してく
ださい。 
※admin/Info.html のみ編集すれば、管理者だけにしか表⽰されないように表⽰することも可能です。 
その場合、RegistForm.html は共通テンプレートになりますので、admin/Regist.html 等に⼊⼒フォームを記述
してください。 
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0-6. 表⽰内容の制御 
Info.html で未⼊⼒項⽬を表⽰させないようにすることが可能です。 

参照：4-7.if関数による条件分岐 

 

1 表⽰させない要素を 
<!--# ifbegin nullcheck etc1 #--> 
<!--# endif #--> 
で囲みます。 
 
<!--# ifbegin nullcheck etc1 #--> 
<tr> 
 <th>備考</th> 
 <td colspan="3"> 

<!--# value etc1 #--> 
</td> 

</tr> 
<!--# endif #--> 
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2 ifbegin で囲まれた項⽬が未⼊⼒の場合、表⽰されません。 

■Ifbegin で囲む前の状態 

 

 

■Ifbegin で囲まれた項⽬が未⼊⼒の場合、備考欄が表⽰されません。 

 

 

 

■Ifbegin で囲まれた項⽬が⼊⼒されると、備考欄が表⽰されます。 
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0-7. ページの追加 
0-7-1. ログイン種別で共通のテンプレートを作成する場合 

閲覧権限が与えられたユーザーのみに公開するテンプレートを作成します。 

参照：9.テンプレートの追加 

1 ./other/page に html ファイルを作成します。 
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2 ./tdb/template/common.csv に上記で作成した html ファイルの権限やラベルを記述します。 
CSV のＤ列にてページの閲覧権限を設定します。 
※編集後、tool.php より⾃動構築を⾏ってください。 
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0-7-2. ログイン種別ごとに⽤意されたテンプレート 
同じ URL で、ログイン種別ごとに異なるページを表⽰させます。http://設置先/info.php?type=△△△ 
 

■nobody/info.html 

 

 

 

■admin/info.html 
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1.デザイン組み込みについて 
当システムにデザインを組み込むにあたりまして、HTML・CSS の基礎知識が必要です。 
ディレクトリ、デザイン構成など、パッケージにより⼀部異なる場合がございます。 
テンプレートファイルに記述されていますコマンドコメントの扱いには、⼗分ご注意ください。 
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2.ディレクトリ[階層構造] 
2-1.ディレクトリ 
各パッケージによってディレクトリは異なりますが、基本的には共通するディレクトリになっています。 

 

 

CSS、JAVASCRIPT、イメージファイルなど HTML から読み込む外部ファイルが格納
されています。 

■./common/ 

 

 
 

パッケージ関連の設定ファイル等が格納されています。 
■./custom/ 

 
 

 
 

 
 

■./file/ 
WEB 上からアップロードされたファイルや、追加で⽣成されたページ等が格納されま
す。 

 
 

  

■./include/ 
システム関連のファイルが格納されています。 
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■./logs/ 
ログが保存されるフォルダです。 

 

 
 
 

 
 

■./lst/ 
システム専⽤のテーブル定義ファイルが格納されています。 

※テーブル…情報を記憶する単位(商品、ユーザーなど) 

 
 
 

 
 

■./module/ 
モジュール。追加機能関連ファイルが格納されています。 

 
 
 

■./tdb/ 
初期データが格納されています。 
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■パソコン 

■モバイル 

 
 

 

■./template/ 
HTML ファイルが格納されています。（PC 版・MOBILE 版） 
デザインテンプレートは、パソコン⽤と携帯⽤と別ファイルになっていますので、携帯⽤をご利⽤の場合は、携帯⽤のデ
ザインを別で組み込んでください。 
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2-2.ファイル名 
パッケージで共通するファイル名の形式です。ご参考ください。 

 

 Regist---.html・・・登録関連ファイル 

 Edit---.html・・・編集関連ファイル 

 Delete---.html・・・関連ファイル 

 ---Comp.html・・・インフォメーション・検索結果 

 ---Faled.html・・・エラーメッセージ 

 SearchResultFormat.html・・・検索結果を表⽰するフォーマット 

 SearchPageChange.html・・・ページャー 

 List---.html・・・検索結果⼀覧 

 Info---.html・・・情報の詳細 

 ---Form.html・・・フォームの項⽬ 

 ---Check.html・・・⼊⼒項⽬の確認ページ 

 DeleteCheck.html・・・削除の確認ページ 

 EditCheck.html・・・編集項⽬の確認ページ 
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3.デフォルトのデザイン構成 
3-1.HTML基本構成 
 

3-4.

3-1.

 

 

 

 

 

 
3-2.

3-3.

 

 

 

 

 

3-1-1. 指定する⾔語 
■DOCTYPE 宣⾔ 

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTDXHTML1.0Transitional//EN" "http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-trasitional.dtd"> 

 

■XML 名前空間と⾔語コード 
<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml" xml:lang="ja" lang="ja"> 
 

■ ⽂字コードの指定 
システムのコードが SHIFT_JIS なので、UTF-8 を指定すると不具合が⽣じる可能性があります。 
<meta http-equiv="content-type" content="text/html; charset=shift_jis" /> 
 

■ スタイルシート⾔語の指定 
<meta http-equiv="Content-Style-Type" content="text/css" /> 
 

■ スクリプト⾔語の指定 
<meta http-equiv="Content-Script-Type" content="text/javascript" /> 
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3-1-2. キーワードの設定（METAタグ） 
管理画⾯の『システムの設定』より検索キーワードの設定ができます。 
 

<meta name="keywords" content="(!--# syscode drawKeywords #--)" /> 

【参照】10-2. システムの設定 

 

3-1-3. サイトの説明・紹介⽂の設定（METAタグ） 
管理画⾯の『システムの設定』よりサイトの説明・紹介⽂の設定ができます。 
 

HTML 

HTML <meta name="description" content="(!--# syscode drawDescription #--)" /> 
 

【参照】10-2. システムの設定 

 
 

3-2.RSSフィードへのリンク 
RSS フィードに対応しています。 
こちらの機能は、./module/feed.inc にて設定可能です。 

 

COMAND COMENT <!--# mod feed feed_load #--> 
 

 

 

3-3.外部ファイル 
スタイルシート、link タグ、スクリプトは、外部ファイルです。HTML ファイル内から呼び出します。 

3-3-1. スタイルシート 

① スタイルシートを記述した CSS ファイルを HTML ファイルとは別に作成して、./common/css/以下に保存します。 

② HTML に呼び出す CSS ファイルを./custom/conf.php に記述します。 

③ コマンドコメントで外部 CSS ファイルを出⼒します。 

 
DIRECTORY ./common/css/style.css 

 
COMMAND COMENT <!--# syscode css_load #--> 

 
HTML <link rel="stylesheet" type="text/css" href="./common/css/style.css" media="all" /> 
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3-3-2. 汎⽤linkタグ 

① ./custom/conf.php に<link>要素の属性を記述します。 

② コマンドコメントで link タグを出⼒します。 
 

./common/js/jquery.js 
 

<!--# syscode js_load #--> 
 

<script type="text/javascript" src="./common/js/jquery.js"></script> 
 

 
 
 

3-3-3. スクリプト 
① スクリプトを記述した JS ファイルを HTML ファイルとは別に作成して、./common/js/以下に保存します。 
② HTML に呼び出す JS ファイルを./custom/conf.php に記述します。 
③ コマンドコメントで外部 JS ファイルを出⼒します。 
 

./common/js/jquery.js 
 

<!--# syscode js_load #--> 
 

<script type="text/javascript" src="./common/js/jquery.js"></script> 
 

 
 
 

3-4.サイトタイトル 
管理画⾯の『システムの設定』よりサイトタイトルが指定できます。 

<title><!--# syscode drawTitle #--></title> 

DIRECTORY 

COMMAND COMENT 

DIRECTORY 

COMMAND COMENT 

HTML 

HTML 

HTML 
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4.コマンドコメントについて 
コマンドコメントとはユーザー情報や物件情報などデータベースに登録された情報等を表⽰するためのコメント
となります。間違った編集記述をされると、システムや表⽰に不具合が⽣じますので、コマンドコメントの扱い
には⼗分にご注意ください。 
また、ページによって持っているデータが異なりますので、テンプレートに記述されているコマンドコメントを
関連性のない別のテンプレにコピペしても動作するとは限りません。 
 

4-1.処理先⼀覧 
コマンドコメントの処理内容は複数のファイルに分割して記述されています。 
あるコマンドコメントの処理がどこに記述されているかは、コマンドコメントの先頭のワードから知ることがで
きます。 
 
 

COMMAND COMENT <!--# code [name] ... #--> 

└ include/Command.php 内の [name] メソッド 

COMMAND COMENT <!--# ecode [name] ... #--> 

└custom/extension.php 内の [name] メソッド 

<!--# syscode [name] ... #--> COMMAND COMENT 

└custom/system/System.php 及び派⽣ System クラスの [name] メソッド 

COMMAND COMENT 

COMMAND COMENT 

<!--# mod [class] [name] ... #--> 

└module/以下にある [class] モジュールの [name] メソッド 

<上記に該当しないもの>  

└include/ccProc.php 
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4-2.基本デザインの切り離し 
各ページに下記のコマンドコメントを設置すると、ユーザーごとの基本デザインが表⽰される。 

5 

2

4

3

1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1 サイト共通 template/pc/other/common/Head.html が読み込まれます。 
 

2 <!--# include head #--> 
└ヘッダーを表⽰します。template/pc/other/user/各ユーザーフォルダに格納 Head.html 
 

3 <!--# include side_bar #--> 
└サイドを表⽰します。template/pc/other/user/各ユーザーフォルダに格納 Side_bar.html 
 

4 <!--# include foot #--> 
└フッターを表⽰します。template/pc/other/user/各ユーザーフォルダに格納 Foot.html 
 

5 サイト共通 template/pc/other/common/Foot.html が読み込まれます。 
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4-3.ブロックデザインの切り離し 
ブロックの共通するデザインは、繰り返される要素と切り離してデザインを組み込みます。 
主に、検索結果の⼀覧ページで複数の件数を表⽰させるページで使⽤しています。 
 

3 

2

 

1 

 

 

 

 

 

 

 
 

1 <!--# readhead head #--><!--# readend #--> 
└ブロックのヘッダー部分 

 
2 <!--# readhead label #--><!--# readend #--> 

└繰り返される要素部分。⼀覧で表⽰されるデザインを記述します。 
 

3 <!--# readhead foot #--><!--# readend #--> 
└ブロックのフッター部分 

 

COMMAND COMENT <!--# mod ItemsView drawNewList #--> 
└コマンドコメントを記述すると、新着の商品⼀覧が表⽰されます。 
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4-4.ページの読み込み 
 

1 

 
2

 
3

 

 

 
4

5 

 

 

 

 

 
6

 

 

 

 

7 

 
 

1 コマンドコメントの『20』を変更すると、1 ページに表⽰する件数を指定することができます。 
 

2 コマンドコメントの『5』を変更すると、表⽰するジャンプ先ページ数を指定することができます。 
 

3 各ユーザーのヘッダーを読み込みます。 
└template/pc/other/user/各ユーザーフォルダに格納 Head.html 
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4 検索フォームを表⽰します。 
└template/pc/各データフォルダに格納/各ユーザーフォルダに格納 SearchForm.html 
 

6 

5 

7 

件数とページを表⽰します。 
└template/pc/other/common/SearchPageChange.html 
 

検索結果⼀覧を表⽰します。 
└template/pc/other/common/SearchPageChange.html 
 

各ユーザーのフッターを表⽰します。 
└template/pc/各データフォルダに格納/各ユーザーフォルダに格納 List.html 

 
 
 

4-5.フォーム 
 

■テキストフィールド <!--# form text tel 80 128 #--> 

 
 
 
 

■パスワード⼊⼒フォーム <!--# form password pass 30 50 #--> 
 

 
 
 
 

■テキストエリア <!--# form textarea salary_label 80 5  #--> 

【HTML】<input type="password" name="pass" size="30" maxlength="50" > 

name="tel" → ./lst/user/nuser.csv の A 列です。 
80 128→⽂字幅/最⼤⽂字数 
【HTML】<input type="text" name="tel" value="" size="80" maxlength="128" /> 
 
＜⽂字幅を指定しない場合＞ 
<!--# form text name  128 #--> 
⽂字幅を指定しない場合は半⾓スペース 2 
【HTML】<input type="text" name="name" value="" size="" maxlength="128" /> 

COMMAND COMENT 

COMMAND COMENT 

COMMAND COMENT 

 
 【HTML】<textarea name="salary_label" cols="80" rows="5" ></textarea> 
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■セレクトボックス <!--# form option light  /東/⻄/南/北 未選択/東/⻄/南/北 #--> 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

■ラジオボタン <!--# form radio sex 男性   男性/⼥性 男性/⼥性 #--> 

【HTML】 
<select name="light" > 
 <option value="" selected="selected" >未選択</option> 
 <option value="東">東</option> 
 <option value="⻄">⻄</option> 
 <option value="南">南</option> 
 <option value="北">北</option> 
</select> 

COMMAND COMENT 

COMMAND COMENT 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

■チェックボックス <!--# form checkbox job_activate   regist/edit 登録時/編集時 #--> 

 
 
 
 

 
 
 
 

■ファイルフィールド <!--# form image image  360 270 #--> 

 
 
 
 

 

【HTML】 
<label><input type="radio" name="sex" value="男性"  checked="true" />男性</label> 
<label><input type="radio" name="sex" value="⼥性" />⼥性</label> 

【HTML】 
<label><input type="checkbox" name="job_activate[]" value="regist" />登録時</label> 

COMMAND COMENT 

<label><input type="checkbox" name="job_activate[]" value="edit" />編集時</label> 
<input type="hidden" name="job_activate_CHECKBOX" value="" /> 

【HTML】 

COMMAND COMENT 

<label><input type="checkbox" name="job_activate[]" value="regist" />登録時</label> 
<label><input type="checkbox" name="job_activate[]" value="edit" />編集時</label> 
<input type="hidden" name="job_activate_CHECKBOX" value="" /> 

<!--# form radio sex  男性   男性/⼥性 男性/⼥性 #--> 
 

初期値    値    表 ⽰ 
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■⽇付書式 <!--# setTimeFormat Y/m/d #--><!--# value edit #--> 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

■リンク <!--# ecode getName (!--# value send_id #--) true #--> 

⽇付表⽰のコマンドコメント<!--# value edit #-->より⼿前に配置 
2011/04/20 と表⽰される 
 
[パラメータ⼀覧] 
http://php.net/manual/ja/function.date.php 

COMMAND COMENT 

COMMAND COMENT 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

■フォームタグ <!--# variable form_begin #--><!--# variable form_end #--> 

 
 
 

 

【HTML】 
<!--# variable form_begin #--> →<form> 
<!--# variable form_end #--> →</form 

【HTML】 
<a href="info.php?type=cUser&id=C0000030">○○○会社</a> 
 
『true』を『false』に変更すると、リンクが解除されます。 
<!--# ecode getName (!--# value send_id #--) false #--> 

COMMAND COMENT 
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4-6.エラーメッセージ 
○○Faled.html に記述されたエラーメッセージが表⽰されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

4-7. if関数による条件分岐 
条件によってテンプレート内の表⽰する部分を切り替える関数 
 
 
 
 
 

 

<!--# ifbegin = activate 4 #-->   
   <!--# value apply_time #--> 
 <!--# else #-->・・・条件が満たされない場合の処理 
<!--# endif #--> 
 

■フォーム上部 
【HTML】エラーメッセージの出⼒ <!--# syscode validate is_error #--> 
 
■フォーム内 
【HTML】エラーメッセージの出⼒ <!--# syscode validate name #--> 
 

■TD 要素内 
【HTML】クラス名の出⼒ (!--# syscode is_validate name #--) 
表⽰される class<td class=” validate”> css にてデザインを指定できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■ DESIGN & CUSTOMIZE 
 

45/60 

5.検索のパラメータについて 
5-1. search.phpを利⽤した検索 
検索結果は URL リンクも可能なため、条件は全てパラメータとして渡されます。 
その条件の設定⽅法について説明します。 
 
検索条件を追加する場合、検索を⾏なうフォームのテンプレート(⼀般的には Search.html)に以下のようなパラ
メータを追加します。 
 
<!--# form text name #--> 
<input name=""name_PAL[]"" type=""hidden"" value=""match like"" /> 
 
これで name カラムで検索する edit ボックスが表⽰されます。 
もし⼊⼒を⾏なう edit ボックスのみを出⼒させた場合、検索の段階でパラメータが⾜りずエラーとなります。 
また、この検索パラメータは以下のように設定するで検索のマッチング条件を変える事が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

<input name=""name_PAL[]"" type=""hidden"" value=""match comp"" /> 
 →⼊⼒内容とカラムの内容が完全に⼀致する場合。 
 
<input name=""name_PAL[]"" type=""hidden"" value=""match keyword"" /> 
 →⼊⼒内容をスペースで区切って、それぞれがカラムに含まれるかどうかを検索する。 
 →-を先頭に付けた⽂字列は除外対象になる。 
 
<input name=""name_PAL[]"" type=""hidden"" value=""group keyword name text example"" /> 
 →⼊⼒内容を name text example の 3 つのカラムを使ってキーワード検索。 

 
また、edit ボックスのような単⼀のパラメータを渡さない、checkbox 等でしか使えないパラメータも存在します。 
例えば基本システムの nUser の性別を検索する項⽬ですと、 
 
<!--# form checkbox sex 男/⼥ 男/⼥ 男/⼥ #--> 
<input name=""sex_PAL[]"" type=""hidden"" value=""match or"" /> 
 
このように複数の項⽬が値として渡される検索項⽬の場合、配列を値として受けとりますが、可能な⼀部の検索
条件しか利⽤できません。具体的には、[match or]や[match and]があります。 
 
その他のパラメータについては、リファレンスを参照してください。 
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5-2.検索に関するリファレンス 
5-2-1. alias 

alias は別のテーブルの項⽬を使って検索するための機能です。 
例えば基本システムのジョブの企業名による検索を⾒てみましょう。 
job ⾃体は親となる企業の名前を持ちません。comp カラムに cUser テーブルの主キーである ID を持ち、そこか
ら親の情報を表⽰する事はできますが、普通に検索項⽬として使った場合、id による検索しかできません。 
これを名前やメールアドレスで検索するために alias を利⽤します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

<!--# form text comp #--> 
<input name=""comp_PAL[]"" type=""hidden"" value=""alias like cUser id name comp"" /> 

cUser の name と mail の 2 項⽬で検索したい場合・・・ 

<!--# form text comp #--> 
<!--# form text cuser_mail #--> 
<input name=""comp_PAL[]"" type=""hidden"" value=""alias like cUser id name comp mail cuser_mail comp"" 
/> 

 
 
 

5-2-2. gorup keyword 

任意数のカラムを使ったキーワード検索が可能です。キーワード検索における検索語のルールは match keyword
に準拠します。任意数の検索に利⽤したいカラム名です。 
 
 
 
 
 
 

 

<input name=""name_PAL[]"" type=""hidden"" id=""name_PAL[]"" value=""group keyword name text 
example"" /> 
 
これによって、name という名前の text ボックスに⼊⼒された⽂字列を使って name,text,example の 3 カラムをキーワ
ード検索した結果が反映されます。 

 
 

5-2-3. match and 

配列による AND 検索を⾏ないます。指定されたカラムが渡された配列全てを含んでいれば結果としてヒットしま
す。これは検索条件を checkbox 等で指定する場合に有効です。 
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5-2-4. match or 

配列による OR 検索を⾏ないます。 
指定されたカラムが渡された配列のどれかを含んでいれば結果としてヒットします。 
これは検索条件を checkbox 等で指定する場合に有効です。 
 
 
 

5-2-5. match between 

A〜B の範囲に指定したカラムが含まれる場合にマッチします。これは、範囲に指定する項⽬に範囲を持たせる場
合に有効です。 
また、下限無しや上限無しのように⽚⽅に検索をしない指定をする事ができます。 
その場合、下限無しは""bottom""、上限無しは""top""を指定します。bottom〜top が範囲指定された場合、検
索は⾏なわれません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

70 歳以上：to*70*top と指定します。 
----------------------------------- 
 
20 歳未満〜70 歳以上が選択された場合、bottom〜top が検索範囲に選択される為、条件として検索されません。 
20 歳未満〜20 歳未満で検索を⾏なった場合、bottom〜19 の範囲で検索されるため、「age < 19 」といった検索になり
ます。 

20 代後半〜30 代前半で検索された場合、実際には 25〜34 で検索されます。 
 
----------------------------------- 
また下限・上限を無しとする記法を使い 
20 歳未満：to*bottom*19 

20 代前半：to*20*24 
20 代後半：to*25*29 
30 代前半：to*30*34 と指定します。 
----------------------------------- 
20 代前半〜20 代後半で検索された場合、実際には 20〜29 で検索されます。 

▼年代を指定する場合の例・・・ 
----------------------------------- 
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5-2-6. match keyword 

キーワードによる検索を⾏ないます。 
引数として渡された⽂字列について、スペースで区切られたそれぞれの⽂字列が指定のカラムに含まれる場合に
ヒットします。 
また-(マイナス)が先頭に付与されている⽂字列が含まれる項⽬は検索結果から除去します。 
 
 
 

5-2-7. match like 

引数として渡された⽂字列が指定されたカラムに含まれる場合にヒットします。 
⽂字列⼊⼒によるキーワード検索等で使われます。 
 
 
 

5-2-8. match comp 

引数とカラムが完全に⼀致する場合のみヒットします。 
⽂字列⼊⼒による検索は当然ながら、正規化された項⽬による検索の場合にも利⽤します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■ DESIGN & CUSTOMIZE 
 

49/60 

6.外部ファイルの追加・削除 
custom/conf.php より外部ファイルの追加・削除ができます。 
 

6-1.スタイルシートの追加・削除 
CSS のリンクを追加・削除することができます。 
対象ユーザーの種類は、['all']['cUser']['nUser']['admin'] 
['style']は、分類⽤の名前です。他と重複しなければ、管理しやすい名前にしておくと便利です。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

6-2. linkタグの追加・削除 
link タグ出⼒⽤の汎⽤コードになります。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

6-3.スクリプトの追加・削除 
スクリプトを追加・削除することができます。 
対象ユーザーの種類は、['all']['cUser']['nUser']['admin'] 
['jquery']は、分類⽤の名前です。他と重複しなければ、管理しやすい名前にしておくと便利です。 
 
 
 
 
 
 

 

【例】 
$js_file_paths['all']['jquery'] = './common/js/jquery.js'; 
 
【コマンドコメント】 
<!--# syscode js_load #--> 

【例】 
$css_file_paths['all']['style'] = './common/css/style.css'; 
 
【コマンドコメント】 
<!--# syscode css_load #--> 

【例】 
$css_file_paths['all']['style'] = './common/css/style.css'; 
 
【コマンドコメント】 
<!--# syscode css_load #--> 
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7.必須項⽬・⼊⼒制限の設定 
必須項⽬・⼊⼒制限を設定すると、⼊⼒フォームにエラーメッセージを表⽰することができます。必須項⽬の⼊
⼒に誤りがない限り次の画⾯へは進めません。 
./lst 以下にあるテーブルごとに⽤意された CSV ファイルより必須項⽬の設定・解除を⾏います。 
 

 

 
1 2 3

 

 

 

 

 

 

7-1.必須項⽬の設定 
 
D 列・・・登録フォームでの状態 
 
E 列・・・編集フォームでの状態 
 

Null を記述すると必須項⽬になります。 
また、必須項⽬を解除する場合は、Null を削除します。 
 
Null 以下が/で表⽰されてる項⽬は、Null/を削除します。 
【例】必須項⽬を解除する場合 → Null/Mail/MailDup→Mail/MailDup となります。 
 
 

7-2.⼊⼒制限の変更 
 
./lst/以下の csv ファイルの F 列に正規表現を記述することで⼊⼒⽂字を制限できます。 
 

1 

2 

3 

【例】半⾓数字のみ受け付ける場合 → /^\d+$/ 
※正規表現の記述⽅法に関してはサポート範囲外となりますのでご了承ください。 
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8.エラーメッセージ 
8-1.テンプレート 
必須や⼊⼒制限された項⽬にエラーメッセージを表⽰することができます。 
 
 
 
 
 
 

 

【RegistFaled.html】 
<!--# readhead head #-->共通デザイン<!--# readend #-->  
<!--# readhead is_error #-->フォームの上部に表⽰されるメッセージ<!--# readend #--> 
<!--# readhead ラベル #-->項⽬ごとのエラーメッセージ<!--# readend #--> 
<!--# readhead foot #-->共通デザイン<!--# readend #--> 

 
 
 

8-2.エラーメッセージの表⽰ 
テーブルごとに⽤意された RegistFaled.html のエラーメッセージは、 
RegistForm.html に記述されているコマンドコメントから読み込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

<td class=” validate”>  
※css にてデザインを指定できます。 

■TD 要素内 
【HTML】クラス名の出⼒ (!--# syscode is_validate name #--) 
【例】 

<p>お名前が⼊⼒されていません。</p> 
 

 

 
■フォーム内 
【HTML】エラーメッセージの出⼒ <!--# syscode validate name #--> 
【例】 

</div> 
 

<div class="error"> 
<p>⼊⼒内容に誤りがあります。</p> 

【HTML】エラーメッセージの出⼒ <!--# syscode validate is_error #--> 
【例】 

■フォーム上部 
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8-3.エラーメッセージの追加・削除 
8-3-1. エラーメッセージの追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
./lst/以下あるテーブル定義 CSV ファイルを開き、対象の項⽬の A 列に記述されているラベルを RegistFaled.html
の<!--# readhead ラベル #-->に記述します。 
※この時、Ｄ列、Ｅ列には Null が記述されているのが前提です。 
 

【参照】7.必須項⽬･⼊⼒制限の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
RegistFaled.html の<!--# readhead ラベル #--><!--# readend #-->内に追加したメッセージを記述します。 
 

2 

1 

2 

1 
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RegistForm.html を開き、追加した対象の項⽬にメッセージを表⽰するコマンドコメントを設置します。 

 
 
 
 

 
 
 
 

8-3-2. エラーメッセージの削除 
①RegistFaled.html から対象のエラーメッセージを削除します。 
 
 
 
 
 
 

【例】CSV ファイルの A 列が name の場合 
<!--# readhead name #-->名前を⼊⼒してください<!--# readend #--> 
 

<!--# readhead name #--><!--# readend #--> 

【例】CSV ファイルの A 列が name の場合 
(!--# syscode is_validate name #--)・・・⼊⼒エラーの場合、要素のクラス名『validate』が表⽰されます。
<!--# syscode validate name #--> 

【例】 
CSV ファイルの A 列が name の場合 → <!--# readhead name #--> 

3 

3

<!--# readhead name #-->名前を⼊⼒してください<!--# readend #--> 

※コマンドコメントも全て削除しても問題ありません。 
 
 
②必須項⽬の解除を⾏ってください。 
 

【参照】7.必須項⽬･⼊⼒制限の設定 
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9.テーブルにテンプレートを追加 
テンプレートファイルは⾃由に追加することができます。 
但し、ページによって、持っているデータが異なりますので、テンプレートに記述されている 
コマンドコメントを関連性のない別のテンプレにコピペしても動作するとは限りません。 
 
 

9-1. htmlファイルを作成 
html ファイル作成し、./template/pc 以下に保存します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
└user・・・ユーザー別の共通テンプレート 

└ other・・・共通テンプレート（Head.html/Foot.html など） 
├common・・・サイト全体の共通テンプレート 

├ cUser・・・企業・クライアント情報に関するテンプレート 
 
├ items・・・項⽬、品⽬、商品情報に関するテンプレート 
 
├ module・・・追加モジュール⽤テンプレート 
 
├ nUser・・・ユーザー情報に関するテンプレート 
 

├ admin・・・管理者⽤テンプレート 
→管理者アカウントの設定（パスワードの設定） 
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9-2.テンプレートの追加 
./tdb/template 以下の CSV ファイルに追加したページを記述します。 
 

 

1  
 3 4 5 6 7 82 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
A 列・B 列・C 列は、上部と同様の形式で記述してください。 1 

 
CSV ファイルの D 列に権限を⼊⼒します。 2 

└/nobody/・・・未ログインユーザー 
└/admin/nUser/nobody/・・・3 ユーザー 
 
CSV ファイルの E 列には、テーブルタイプを記述します。 3 

○○には、テーブルタイプが⼊ります。(上記の場合:nUser) 
テーブルタイプが○○SearchForm や○○RegistForm の場合、 
インクルード(他のテンプレート内に読み込む)ためのテンプレートになります。 

 
 
 
 
 

 

【例】テーブル名が nUser の場合 
./template/pc/nUser/以下のユーザーフォルダに Regist.html が⽤意されています。 
そのテンプレ内に <!--# include nUserRegistForm #-->と記述することによって、 
CSV ファイルで指定したテーブルタイプが『RegistForm.html』のテンプレートファイルが読み込まれます。 

 
F 列は、管理者認証されたユーザーの数字を表します。 4 
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G 列は、オーナーの数字を表します。持ち主とそれ以外の⼈とでアイテムの表⽰を切り分ける場合に⽤います。 5 

 
H 列は、インクルード⽤テンプレートにおけるラベルを表します。 6 

 
I 列は、テンプレートのディレクトリを記述します。 7 

 
J 列は、特に使⽤しませんが、空⽩にすると、正常に挙動しない場合がありますので、全て『0』と記⼊してください。 8 

 
 
 
 

9-3.テーブルのインポート 
システムを設置した後に、テンプレートを追加された場合は、http://設置先/tool.php より add template の「⾃
動構築」が必要です。 
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10.サイト運営の準備 
10-1.パッケージの設置 
デザインを組み込み後、サーバーにシステムを設置します。 
設置につきましては、各パッケージの設置マニュアルをご参考ください。 
 
【システムマニュアル】http://www.wsmanual.net/ 
 
 
 

10-2.システムの設定 
設置が完了しましたら、管理者画⾯にログインします。 
システム設定をクリックします。設定フォームが表⽰されますので各設定を⾏ってください。 
 

 

10-2-1.

10-2-2.

10-2-3.

10-2-4.

 

10-2-1. サイトのURL  
運営するサイトの URL を⼊⼒します。 
 
 
 

 

【【例】 
http://www.hogesystem.com/ 
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10-2-2. サイトのタイトル 
サイトのタイトルが<title>タグに表⽰されます。 
 
 
 

 
 
 

10-2-3. サイトの説明（概要） 
サイトの説明・紹介⽂を設定します。テンプレートには、META 要素で表⽰されます。 
 
 
 

 
 
 

10-2-4. サイトのキーワード 
サイトの検索キーワードを設定します。テンプレートには、META 要素で表⽰されます。 
キーワードを複数指定する場合は、「,」で区切ってください。 
 
 
 

 

【【例】 
<meta name="keywords" content="キーワード,キーワード,キーワード" /> 

【【例】 
<meta name="description" content="サイトの説明・内容紹介⽂" /> 

【【例】 
<title>Download System ダウンロードシステム</title> 
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10-3.ページの作成 
管理画⾯より、ページを追加することができます。静的ページなどを作成される場合にご利⽤ください。 
ページの追加機能は DB 上に page 表⽰⽤のデータを持ち、実際のテンプレートファイルが./file/page/以下に保
存されます。 
 

 

 
1 

 
2 

 
3 

 
 
 

5

 
 
 
 
 

4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1 ページ名を英数字で⼊⼒します。 

 
2 ページにアクセスできる権限を設定します。 
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⾃動リンクの設定を⾏います。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

3 

4 

リンク元を画像で表⽰させることができます。 
これを選択すると、リンク元の画像を設定するボタンが表⽰されます。 

【画像リンク】 

リンク元をテキストで表⽰させることができます。 
これを選択すると、リンク元のリンクテキストを⼊⼒するテキストボックスが表⽰されます。 
 

【リンク無し】 
どこからもリンクさせないページを作成します。 
 
【テキストリンク】 

ソースを⼊⼒してください。 
 
公開/⾮公開設定ができます 
 

 

 

 

 

 

 

 

登録後、ページの⼀覧より⽣成されたページを確認することができます。 

5

6

6

 
 

 

【例】⽣成されたページの URL 
http://設置先/page.php?p=sample 
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